
妨害運転に対する厳正な取締りを推進するととも
に，妨害運転の根絶を図るため，改正規定の内容
や「思いやり・譲り合い」の気持ちを持った運転
の必要性，ドライブレコーダーの有効性等につい
て，処分者講習等の機会を通じた教育や，家庭，
学校，職場，地域等と一体となった広範なキャン
ペーン等を通じた広報啓発に努めていくこととし
ている。

５　 自転車に対する交通秩序の維持（自転車に対
する指導取締り）

　警察では，歩道上において自転車と歩行者のふ
くそう等から重大事故の発生が懸念される地区・
路線及び自転車が関係する事故の多発地区・路線
を「自転車指導啓発重点地区・路線」と定め，当
該地区・路線を中心に，自転車利用者による無灯
火，二人乗り，信号無視，一時不停止等の交通違
反に対して積極的に指導警告を行う。また，警告

に従わず違反行為を継続したり，違反行為により
通行車両や歩行者に具体的危険を生じさせたりす
るなど悪質・危険な自転車利用者に対しては，交
通切符等を適用した検挙措置を講じている（特集‒
第 42図）。

▶特集-第41図 事業用自動車総合安全プラン2025の概要

自転車指導取締りの状況
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第３章　新たな目標の達成に向けて


